
アルツハイマー型認知症では、脳の萎縮が早い時期に起こることが知られています。
しかし一般のMRI検査だけで、脳の萎縮を確認することは大変難しいとされています。
MRIを用いたVSRAD（ブイエスラド）という検査では、記憶をつかさどる部位がどの
程度萎縮しているかを色と数値で確認することができます。また、アルツハイマー型
認知症（AD）に加えてレビー小体型認知症（DLB）の鑑別診断を支援する参考指標に
も対応しています。当院の脳ドックオプションで、このVSRADの検査ができます。

大野記念病院 脳ドックコース ●検査種類の違いで大きく２種に分かれます。

■頭部MRI ■頭部MRA ■頚部超音波 ■認知機能検査 
■問診 ■血圧測定 ■身体計測 ■医師による結果説明

注  意

MRI検査が施行できない
場合があります。

■ペースメーカーなどの電子装置や
　人工関節等の金属が体内にある方
■刺青・眉墨のある方
■閉所恐怖症の方
詳しくはお問合せください。

認知症の診断は臨床症状・認知機能検査（MMSE）・画像診断を総合して行います。
VSRADで高い数値が出たとしてもすぐに“認知症”と診断されるものではありません。
詳細は担当医師にご確認ください。

このような方は
要注意

同じことを言ったり聞いたりする

物の名前が出てこなくなった

置き忘れやしまい忘れが増えた

以前はあった関心や興味が失われた

物忘れスクリーニング検査
のご案内 脳ドック受診時のオプション
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■頭部MRI ■頭部MRA ■頚部超音波 ■認知機能検査 
■問診 ■血圧測定 ■身体計測 ■医師による結果説明
■ＡＢＩ（血圧脈波）　 ■胸部Ｘ線検査　
■心電図検査（安静時） ■尿検査　 ■血液検査 

物忘れスクリーニング検査費用 8,800円（税込）

脳ドック費用 A・Bコース66,000円（税込） C・Dコース44,000円（税込）

●55歳～８６歳が対象となります。

A・B

C・D


